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▼応募資格

　市民または市内に通勤先、通学先のある方

▼応募条件

▽自作かつ未発表のもの。

▽１人１作品とします。

▼応募方法

　次の事項を記入し、応募用紙またはハガキ、封

書により応募してください。

▼記入事項

　①愛称（ふりがな）

　②愛称の主旨、コメント（100字程度）

　③氏名（ふりがな）

　④生年月日

　⑤郵便番号、住所

　⑥電話番号

　⑦市民以外の方は勤務先または通学先

▼結果の公表

　「広報うたしない」及び「市ホームページ」等で

公表し、採用された方には、記念品を贈呈しま

す。

▼その他

▽採用する愛称に関する一切の権利は、市に帰属

します。

▽応募作品は返却しません。

▽応募者の個人情報は、愛称募集に関する用途の

みに使用します。

▽採用者の氏名、性別、年齢、職業等は公表しま

す。

▼応募・問い合わせ

　８月31日（木）までに福祉・子育て支援グルー

プ（緯４２－３２１３）、歌志内幼稚園（緯４２－２６０９）

または神威保育所（緯４２－３１９３）へ。
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　市では、０歳児から中学生まで一貫した子育て・教育及び教育環境づくりの取り組みのひとつと

して、平成３０年４月、歌志内中学校の野球グラウンドの道道側に認定こども園を開設する予定です。

　認定こども園は、幼稚園や保育所の役割を果たすほか、育児相談や親子が集まり自由に交流でき

る場の提供など、子育て家庭を支援する取り組みも行う予定としています。

　このため、親しみのある施設となるよう、次のとおり愛称を募集します。

認定こども園とは？

教育と保育を一体的に行う施設で、幼稚園と保育所の両方の良さを併せ持つ施設です。
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夏
は
家
族
や
友
達
と
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
や
花
火
な
ど
を
す
る
こ
と
が

多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

使
い
方
を
誤
る
と
大
き
な
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
ひ
と
夏
の
楽
し
い
思
い
出
と
な

る
よ
う
に
、
火
を
使
う
と
き
は
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
と
き

の
注
意
点

▽
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
や
七
輪

を
使
う
と
、
火
の
粉
が
飛
ん
で

周
り
の
も
の
に
燃
え
移
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
風
の
向
き
や
周

囲
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ジ
ェ
ル
状
の
着
火
剤
は
、
火
が

見
え
に
く
い
た
め
、「
火
力
が

弱
い
」「
ま
だ
燃
え
て
い
な
い
」

と
勘
違
い
し
が
ち
で
す
。
ヤ
ケ

ド
や
事
故
は
、
つ
ぎ
足
し
を
し

た
と
き
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
、
一
度
火
を
つ
け
た
ら

着
火
剤
の
「
つ
ぎ
足
し
」
は
絶

的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

▽
灯
油
の
減
り
具
合
が
以
前
よ
り

異
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。

▽
灯
油
タ
ン
ク
の
配
管
に
変
形
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
タ
ン
ク
に
小
さ
な
穴
は
あ
い
て

い
ま
せ
ん
か
。

▽
タ
ン
ク
や
配
管
に
サ
ビ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

▽
タ
ン
ク
が
傾
い
た
り
、
脚
部
が

ゆ
が
ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

▽
室
内
の
ボ
イ
ラ
ー
や
ス
ト
ー
ブ

の
ゴ
ム
（
耐
油
）
ホ
ー
ス
に
、
亀

裂
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

灯
油
臭
は
し
ま
せ
ん
か
。
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対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
使
い
終
わ
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま

に
し
な
い
で
水
を
か
け
て
完
全

に
消
え
て
い
る
か
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

▽
近
く
に
い
る
大
人
は
子
ど
も
が

ヤ
ケ
ド
な
ど
を
し
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

■
花
火
を
す
る
と
き
の
注
意
点

▽
花
火
に
書
い
て
あ
る
説
明
を
よ

く
読
ん
で
、
使
い
方
を
必
ず
守

り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所

で
は
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

▽
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
風
が
強
い
と
き
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

▽
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
小
さ
な
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、

大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

扇
風
機
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
が
、
長
年
使
っ
て
い
る
と

「
ほ
こ
り
」
や
「
部
品
の
劣
化
」

が
原
因
で
扇
風
機
か
ら
出
火
し
た

事
例
が
あ
り
ま
す
。
使
う
と
き
は

次
の
点
に
注
意
し
、
異
常
と
思
っ

た
ら
販
売
店
な
ど
に
点
検
を
依
頼

し
ま
し
ょ
う
。

■
こ
ん
な
と
き
は
点
検
を
！

▽
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
羽
根
が

回
ら
な
い
。

▽
回
転
が
異
常
に
遅
い
。

▽
異
常
な
音
が
す
る
。

▽
モ
ー
タ
ー
部
分
か
ら
焦
げ
た
臭

い
が
す
る
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
近
年
市
内
の
一
般
家
庭
で
灯
油

の
流
出
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

灯
油
な
ど
は
火
災
の
お
そ
れ
の
高

い
危
険
物
で
、
そ
の
油
が
地
中
へ

染
み
込
み
、
河
川
に
流
出
す
る
と

環
境
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
流
出
事
故
を
起
こ
す
と
、

そ
の
対
策
に
か
か
っ
た
費
用
や
被

害
に
対
し
て
賠
償
請
求
を
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
定
期

■
４
９
０
渥
タ
ン
ク
周
囲
の
草

刈
り
に
つ
い
て
！

▽
草
刈
り
機
（
刃
）
で
配
管
付
近

を
刈
る
と
き
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
し
、
万
一
に
備
え
て
タ
ン
ク

の
元
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

■
油
漏
れ
事
故
が
発
生
し
た
ら

▽
元
栓
を
閉
め
、
受
け
皿
を
置
き

漏
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
す
ぐ
に
関
係
機
関
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

■
連
絡
先
　
消
防
本
部
予
防
・
保

安
グ
ル
ー
プ
（
緯
４
２
～
３
２

５
５
）
ま
た
は
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～

３
２
１
７
）

　
こ
の
時
期
は
、
気
温
が
上
が
り

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
に

よ
る
火
災
・
事
故
に
注
意
！

扇
風
機
の
点
検
を
！

油
の
流
出
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う

ニ
ト
リ
北
海
道
応
援
基
金

 

助
成
金
で
桜
を
植
え
替
え
ま
し
た

　
㈱
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

が
、
北
海
道
を
元
気
に
す
る
た
め

に
実
施
し
て
い
る「
ニ
ト
リ
北
海

道
応
援
基
金
」の
助
成
事
業
に
、
本

年
度
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
人

生
記
念
植
樹
補
植
事
業
が
選
定
さ

れ
、
桜
の
木
　
本
の
植
え
替
え
を

２０

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
㈱
ニ
ト

リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
環
境
・

植
樹
・
教
育
・
観
光
・
福
祉
・
文

化
な
ど
の
分
野
で
、
公
共
性
や
公

益
性
が
高
く
北
海
道
へ
の
貢
献
が

期
待
で
き
る
活
動
な
ど
を
行
う
団

体
に
助
成
す
る
も
の
で
す
。
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▼
法
定
免
除

敢
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

柑
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
生
活
の

扶
助
を
受
け
て
い
る
方

▼
申
請
免
除

　
前
年
の
所
得
が
次
の
敢
か
ら
棺

に
示
す
金
額
以
下
と
な
る
方

敢
全
額
免
除
…
（
扶
養
親
族
等
の

数
＋
１
）
×
　
万
円
＋
　
万
円

３５

２２

柑
４
分
の
３
免
除
…
　
万
円
＋
 

７８

＋
 

桓
半
額
免
除
…
１
１
８
万
円
＋
 

＋
 

棺
４
分
の
１
免
除
…
１
５
８
万
円

＋
 
＋
 

 
＝
扶
養
親
族
等
控
除
額
　
扶
養

親
族
等
１
人
に
つ
き
　

万
円

３８

（
た
だ
し
、　

歳
以
上
の
扶
養

７０
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
は
、
け
が
や
病
気
、
失
業
な
ど
に

よ
る
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　
免
除
申
請
を
行
い
承
認
さ
れ
る
と
、
そ
の
期
間
も
年
金
加
入
期
間

に
算
入
さ
れ
る
の
で
、
万
一
の
場
合
で
も
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

〈
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
・
市
役
所
１
階
緯
４
２
～
３
２
１
７
〉

親
族
等
は
　
万
円
、　

～
　
歳

４８

１６

２２

の
扶
養
親
族
は
　
万
円
）

６３

 
＝
社
会
保
険
料
控
除
額
等
　
免

除
の
審
査
対
象
の
所
得
と
同
じ

期
間
に
支
払
っ
た
国
民
年
金
や

健
康
保
険
の
保
険
料
等

※
全
額
免
除
以
外
は
、
減
額
後
の

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
未
納

扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
納
付
猶
予
制
度

　
所
得
が
少
な
い
　
歳
未
満
の
方

５０

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　
所
得
基
準
は
全
額
免
除
と
同
様

で
す
が
、
世
帯
主
の
所
得
は
除
き
、

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
の
み
で
審

査
さ
れ
ま
す
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

　
　
歳
以
上
の
学
生
に
つ
い
て
は
、

２０

　
免
除
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年

の
６
月
ま
で
（
学
生
納
付
特
例
に

つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
）
で
す
。
２
年
１
か
月
前
の

分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
毎
年
申
請
が
必

要
で
す
が
、
全
額
免
除
に
該
当
さ

れ
た
方
や
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、

申
請
時
に
「
継
続
申
請
」
を
希
望

す
る
と
、
翌
年
度
か
ら
の
申
請
手

続
き
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　
砂
川
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役

所
の
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
窓
口
で
、

印
鑑
と
次
の
書
類
を
持
参
し
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
が
記
入
さ
れ
た
通
知
書

▽
退
職
（
失
業
）
し
た
方
が
申
請

　
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
と
比

べ
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
年
金
受
給
額
の
減
額

を
防
ぐ
た
め
に
、
免
除
ま
た
は
納

付
猶
予
を
受
け
て
か
ら
　
年
以
内

１０

で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
追
納
す
る
際
に
、
免
除

ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け
て
か
ら

２
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
保

険
料
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

毎
年
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
卒

業
ま
で
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▼
失
業
に
よ
る
特
例
免
除

　
失
業
し
た
場
合
も
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
世
帯
主
と
配
偶
者

の
所
得
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

を
行
う
と
き
は
、
退
職
し
た
こ

と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
雇
用

保
険
受
給
者
証
、
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
の
写
し
な
ど
）

▽
学
生
証
の
写
し

※
原
則
と
し
て
所
得
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
は
不
要
で
す
が
、

転
入
な
ど
で
所
得
の
確
認
が
で

き
な
い
方
は
、
課
税
証
明
書
、

源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
書
な

ど
の
写
し
の
添
付
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

免
除
・
猶
予
に
な
る
期
間

免
除
・
猶
予
の
手
続
き

保
険
料
は
追
納
で
き
ま
す

免
除
の
種
類
と
対
象

　
　
　
　
　
　
と
な
る
方

ののののののののののののののののののののの免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制の免除制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか知っていますか？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険国民年金保険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
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担当グループ概　　要制度名等

企画広報Ｇ
緯４２～３２１４

市内で住宅を取得した場合、最大450万円の奨励金を
交付(指定する住宅用地に新築した場合)

☆定住促進助成事業移
住
・
定
住
促
進

移住・定住を検討している方等を対象に、宿泊施設を活
用して歌志内の暮らしを体験

☆短期移住生活体験事業

市内で売却・賃貸することが可能な空き家を登録し、そ
の物件を移住・定住を希望する方に情報提供

　空き家等情報登録制度
（空き家バンク）

住宅管理Ｇ
緯４２～２２２３

個人住宅の改修や耐震化費用に対する助成　住宅改修促進助成事業

学校教育Ｇ
緯４２～４２２３

児童生徒の修学旅行費用を全額助成※修学旅行費用助成事業子
育
て
支
援

就学経費を負担している世帯の経済的負担軽減のため、
高校生等１人につき月額１万円を交付

　高等学校等就学支援事
　業

遠距離通学の中学生を対象にバス定期代を全額助成　遠距離通学費補助事業

幼稚園・小中学校の補助教材費の一部を市が負担　補助教材費一部負担

食材価格などによる給食費値上がり分を市が負担　学校給食費一部負担

社会教育Ｇ
緯４２～４２２３

中学生対象の公的学習塾を開設
　チャレンジキャンパス
（公的学習塾）

戸籍保険Ｇ
緯４２～３２１７

１８歳までの子ども医療費を無料化　子ども医療費助成事業

福祉・子育て
支援Ｇ
緯４２～３２１３

３歳未満の子どものいる世帯に燃やせるごみ袋２０渥を
１か月当たり１０枚（最大１２０枚）を配付

　子育て支援ごみ袋支給
　事業

保健予防Ｇ
緯４２～３２１３

妊婦健診や１歳から中学生以下のインフルエンザワク
チンの公費負担

　健診・予防接種費用助
　成事業

歯科検診時のフッ素塗布の無料化
　幼児フッ素塗布無料事
　業

学校教育Ｇ
緯４２～４２２３

外国語指導助手の活用や大学との連携
　幼稚園・小学校での国
　際教育の充実事業

教
育
環
境
の
充
実

スキー用具の貸し出し
　幼稚園児のスキー学習
　の推進事業

社会見学やスキー授業などの学校行事に市のバスで移
動

　社会見学などのバス移
　動無料化事業

保健予防Ｇ
緯４２～３２１３

定期高齢者肺炎球菌ワクチン接種の無料化　高齢者の感染予防事業高
齢
者
支
援

後期高齢者健康診査の検査項目の拡充と無料化　高齢者の健康管理事業

介護・在宅支
援G
緯４２～３２１３

体力的に除雪が困難な高齢者世帯等に、除雪ヘルパー
の派遣や除雪経費の一部を負担

　老人家庭除雪支援事業

高齢者世帯等へ健康の維持増進などのため、利用優待
券を交付

　温泉施設利用優待事業

ススススススススススススススススススススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッップププププププププププププププププププププププププププププププププ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ 『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』ストップ・ザ『人口減少』！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　市では、止まることのない人口減少への対策として、市外から移住し

ていただく施策の充実や、市民の定住・子育てを応援するための施策のほ

か、高齢者の生活支援を行っており、一人でも多くの方が「住んでいて

良かったと実感できるまち」を目指して各種事業を行っています。

　現在進めている主な事業を紹介しますので、くわしくは各担当グルー

プまで、お問い合わせください。

※印は、平成２９年度の新規事業　　☆印は、拡充された事業

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななななででででででででででででででででででででででででででででででででで創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔あああああああああああああああああああああああああああああああああふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるまままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ををををををををををををををををををををををををををををををををを目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指しししししししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててててててて「みんなで創る笑顔あふれるまち」を目指して！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

　
は
じ
め
ま
し
て
、
４
月
１
日
付

で
教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ
ル
ー

プ
に
勤
務
し
て
い
ま
す
菅
原
武
で

す
。
今
年
の
３
月
に
芦
別
高
等
学

校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
出
身
は
赤

　
　
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
　
 菅
 　

す
が

 原
 　
　

わ
ら

 武
 

た
け
る

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

平
市
で
す
が
、
隣
町
と
い
う
こ
と

も
あ
り
歌
志
内
市
に
は
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
主
に
幼
稚
園
や
小
・

中
学
校
な
ど
に
関
す
る
業
務
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
高
校
を
卒
業
し

て
す
ぐ
に
学
校
に
関
わ
る
仕
事
を

す
る
こ
と
に
な
り
、
驚
く
こ
と
も

多
く
毎
日
勉
強
の
日
々
で
す
が
、

一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
市

職
員
と
し
て
皆
さ
ん
の
生
活
や
学

生
生
活
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
趣
味
は
映
画
鑑
賞
や
音
楽

鑑
賞
な
ど
で
す
が
、
体
を
動
か
す

こ
と
も
好
き
で
、
学
生
時
代
は
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
剣
道
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
特
技
も
あ

り
、
小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
始
め
た

「
ヨ
ー
ヨ
ー
」
が
得
意
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
頼
り
な
い
私

で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
職
員
に
な

る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部
か

ら
歌
志
内
市
地
区
に
配
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
、
赤
十
字
災
害
救
援
車

「
博
愛
号
」
が
更
新
配
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
６
月
　
日
に
札
幌

１２

市
で
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
、
同

日
か
ら
本
市
で
の
活
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
災
害
時
の
救
護
、
救
援
を
中
核

的
活
動
と
す
る
日
本
赤
十
字
社
で

は
、
道
内
に
お
い
て
発
生
す
る
災

害
や
緊
急
を
要
す
る
事
態
に
、
各

地
区
・
分
区
が
迅
速
に
救
護
活
動

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

毎
年
計
画
的
に
災
害
救
援
車
を
配

置
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
本
市
を

含
む
全
道
９
地
区
が
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

　
担
当
の
福
祉
・
子
育
て
支
援
グ

ル
ー
プ
で
は
、「
災
害
時
の
救
護

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
赤
十
字
奉
仕
団
や
献
血
の

推
進
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
役
立

て
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

赤
十
字
災
害
救
援
車

「
博
愛
号
」
を
更
新

▲赤十字のマークが目印の「博愛号」

　
苗
植
え
か
ら
早
1
か
月
が
経
ち

ま
し
た
。
こ
こ
1
か
月
は
例
年
よ

り
寒
い
気
温
が
続
き
、
寒
暖
差
の

激
し
い
気
候
で
、
特
に
朝
晩
の
気

温
の
低
さ
は
顕
著
で
、
6
月
な
の

に
最
低
気
温
が
4
℃
の
こ
と
も
。

　
気
温
が
低
い
た
め
苗
木
の
芽
の

動
き
も
遅
く
、
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
徐
々
に
芽
も
動
き
だ
し
、

中

に

は

葉

っ

ぱ
が

飛

び
出

す

元

気

な

子

も

い
ま
す
。

　
ぶ

ど

う

の
苗
木
は
、

赤
ち
ゃ
ん
な
の
で
、
根
ま
わ
り
に

稲
わ
ら
を
足
し
て
乾
燥
か
ら
守
っ

た
り
、
根
ま
わ
り
の
雑
草
を
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
草
む
し
り
を
し
て
、

手
を
か
け
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ほ
う
芽
（
芽
が
ふ
く
れ
て
顔
を

出
す
）
時
期
に
天

敵
の
虫
も
出
て

き

ま

す

の

で
、

一
本
一
本
丁
寧

に
苗
木
を
チ
ェ

ッ

ク

し
て
、
見

つ
け
次
第
、
手
で
捕
ま
え
ま
す
。

　
根
気
の
い
る
作
業
で
す
が
、
苗

木
に
も
一
本
一
本
個
性
が
あ
り
ま

す
。「
こ
の
苗
木
は
や
ん
ち
ゃ
だ

な
ぁ
（
芽
の
勢
い
が
強
い
）
」「
こ

の
苗
木
は
お
と
な
し
め
だ
な
ぁ
」

と
か
、
人
に
個
性
が
あ
る
よ
う
に
、

苗
木
も
一
本
一
本
丁
寧
に
見
る
こ

と
で
、
そ
の
個
性
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
徐
々
に
気
温
も
高
く

な
り
、
苗
木
も
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て

く
る
季
節
で
す
。

　
「
自
分
の
植
え
た
苗
の
芽
は
出

て
る
か
な
？
」

　
ぜ
ひ
、
ぶ
ど
う
畑
に
見
に
来
て

く
だ
さ
い
ね
。

　
数
年
後
、
立
派
な
ぶ
ど
う
が
で

き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
丁
寧

に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
遠
藤
〉
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第２回定例会
６月２０日から会期３日間で開催

　
本
市
で
は
㈱
歌
志
内
振
興
公
社

が
こ
れ
に
相
当
し
、
今
回
の
定
例

会
で
は
平
成
　
年
度
に
お
け
る
決

２８

算
な
ど
の
事
業
報
告
や
同
　
年
度

２９

の
事
業
収
支
計
画
等
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

【
決
算
等
の
概
要
】

▼
利
用
状
況

▽
入
館
者
数
 
１
３
３
，６
４
６
人

▽
宿
泊
者
数
 

６
，２
６
６
人

▼
損
益
計
算
書

▽
売
上
高

 

１
２
２
，９
０
１
，５
８
９
円

▽
売
上
原
価

 

３
１
，８
７
５
，８
７
１
円

▽
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

 

１
３
１
，４
３
４
，８
５
０
円

▽
営
業
損
失
（
△
）

 

４
０
，４
０
９
，１
３
２
円

▽
営
業
外
収
益

 

４
２
，４
７
１
，７
９
３
円

▽
経
常
利
益

 

２
，０
６
２
，６
６
１
円

▽
当
期
純
利
益

 

１
，７
４
０
，６
６
１
円

▼
貸
借
対
照
表

▽
資
産
合
計

 

２
６
０
，７
９
５
，４
４
８
円

▽
負
債
合
計

 

１
０
，６
３
３
，０
４
０
円

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
繰
越
明

２８

許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　
第
１
回
定
例
会
に
提
出
し
議
決

さ
れ
た
、
平
成
　
年
度
に
繰
り
越

２９

す
次
の
事
業
の
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

▼
繰
越
事
業
の
翌
年
度
繰
越
額

▽
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
交
付
事
業

 

　
万
５
千
円

３０

■
株
式
会
社
歌
志
内
振
興
公
社
第

　
期
事
業
報
告
及
び
第
　
期
事

３４

３５

業
計
画
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
が
出
資
し
て
い

る
法
人
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
毎
事
業
年
度
の
経
営
状

況
を
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

▽
純
資
産
合
計

 

２
５
０
，１
６
２
，４
０
８
円

▽
利
益
剰
余
金

 

△
４
１
，８
３
７
，５
９
２
円

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

報
告
さ
れ
た
事
案

人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

▽
民
間
施
設
等
活
用
事
業
建
物
購

入
費
の
増

１
，１
０
０
万
円

▽
住
宅
改
修
事
業
移
転
補
償
金
の

増
　
　
       ２
６
２
万
５
千
円

▽
小
学
校
管
理
一
般
経
費
（
パ
ソ

コ
ン
機
器
等
整
備
に
伴
う
備
品

購
入
費
）
の
増１

３
８
万
６
千
円

▽
予
備
費
の
増

４
６
１
万
８
千
円

【
歳
　
入
】

▽
前
年
度
繰
越
金
の
増

２
，０
０
０
万
円

　
人
権
擁
護
委
員
澤
田
季
孝
氏
が

本
年
９
月
　
日
を
も
っ
て
任
期
満

３０

了
と
な
る
の
で
、
引
き
続
き
委
員

と
し
て
推
せ
ん
す
る
た
め
、
議
会

の
同
意
を
得
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
〈
任
期
３
年
間
〉

■
市
内
文
珠

　
　
 澤
  田
  季
  孝
 氏
（
　
歳
）

さ
わ
 
だ
 
す
え
 た
か

６８

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

　
本
年
６
月
　
日
に
任
期
満
了
と

２４

な
る
小
川
正
芳
氏
の
再
任
に
つ
い

て
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

〈
任
期
３
年
間
〉

■
市
内
文
珠

 小
  川
  正
  芳
 氏
（
　
歳
）

お
 
が
わ
 ま
さ
 よ
し

６７

可
決
さ
れ
た
議
案

■
歌
志
内
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
内
閣
府
令
の
公
布
に
伴
い
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

お
け
る
支
給
認
定
証
の
交
付
が
任

意
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
条

文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
立
幼
稚
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
公

布
に
伴
い
、
本
年
４
月
か
ら
国
に

お
い
て
低
所
得
世
帯
・
多
子
世
帯

等
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
利
用
者
負
担
の
上
限
額
に
係

る
特
例
措
置
を
拡
充
す
る
等
の
措

置
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
国

と
同
等
の
軽
減
措
置
を
図
る
た
め
、

関
係
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

２９

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
２
，０
２
１
万

６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
　
億
４４

７
，８
２
１
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
歳
　
出
】

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

可
決
さ
れ
た
意
見
書

■
雪
崩
遭
難
者
救
助
対
策
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書

■
平
成
　
年
度
北
海
道
最
低
賃
金

２９

改
正
等
に
関
す
る
意
見
書

■
学
校
給
食
の
拡
充
・
無
料
化
を

求
め
る
意
見
書

〈
６
月
　
日
・
議
員
提
出
〉

２２

　
他
６
件
の
意
見
書
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
や

文
部
科
学
大
臣
な
ど
の
各
関
係
先

に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
そ

の
他
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
８

月
号
に
折
り
込
み
予
定
の
「
議
会

だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　毎年、たいへん好評のバスツアー検診を今年も実施します！

　バスツアー検診では、札幌がん検診センターまで無料のバスで送迎いたします。

　今年度から、検診料金を変更し受けやすくなっていますので、まだ乳がん検診・子宮頸がん検

診を受けていない方は、ぜひご利用ください。なお、バス時間については、申し込み後にお知ら

せします（申し込み時に、乗車するバス停をお知らせください）。

　また、骨検診・内臓脂肪測定などの検査も同時に受けられます。

■検診場所　札幌がん検診センター（札幌市東区北２６条東１４丁目１－１５）

■実施日時　８月５日（土）　７時４５分 歌志内出発～１４時 歌志内到着予定

 バスツアー検診！
 乳がん・子宮頸がんの早期発見！早期治療！

■検診内容・料金等

※１　乳がん検診・子宮頸がん検診の無料クーポン券を提出された方は無料になります。
※２　市民税非課税世帯に属する方で、当日非課税申告書を提出された方。　

　　 検　査　料　金 ※１ 

検　査　方　法対　　象　　者検診種別 市民税非課税世帯※2
生活保護世帯

市民税課
税 世 帯

無　料500円

マンモグラフィ（乳房

のレントゲン検査）

市内に住所を有する３０歳以上

の女性で、原則昨年度の乳が

ん検診を受けていない方

乳がん検診

子宮の入り口の細胞検

査

市内に住所を有する２０歳以上

の女性

子宮頸がん
検　　　診

■定員　２０人

　下記のいずれかに該当する方は、４月に郵送しているクーポン券を提出した場合、乳がん検診・子宮 
頸がん検診が無料になります。
　　葛対象者　平成２９年４月１日現在で下記の年齢の女性
　　 ▽乳がん検診　４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳
　　 ▽子宮頸がん検診　２０歳、２５歳、３０歳、３５歳、４０歳　

■乳がん検診・子宮頸がん検診無料クーポン券対象者　

検査料金検　査　方　法検 査 種 別

１，０３０円経膣エコー検査婦人科超音波検査

１，０３０円Ｘ線を利用して腕の骨量を測定骨検診

３，０９０円内臓脂肪をコンピューターで測定内臓脂肪測定

■同時に受診できる検査の種類・料金など

申し込みは、７月１８日（火）までに保健予防グループ（市役所２階 緯４２～３２１３）へ
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太りやすい食べ方

×早食い

×朝食欠食

　まとめ食い

×夜遅い食事

×野菜は最後

×お酒と一緒

　今回は、ダイエット～食事編～です。

　ダイエット成功のための食生活ポイントをお知らせします。

◆摂取エネルギー量を減らす！
　消費できずに余ったエネルギーが体内に脂肪として蓄積されるので、まずは摂取エネルギーを減

らしましょう。食事量全体が多い、高カロリー食品（油脂）が多い、間食が多いなど、エネルギー過

剰の原因は様々です。食事記録をつけてみると、減らすべきものが見つかりやすくなります。極端

に減らすとリバウンドしやすいので、継続が可能な程度に少しずつ減らして行きましょう。

◆栄養バランスをととのえる！

　摂取エネルギー量を減らしつつも、必要な栄養素は確保し、バランスをととのえることが大切です。

特に、痩せやすい（代謝のよい）状態をつくるためには、代謝を補う栄養素『ビタミン・ミネラル』

が必要になります。また、糖や脂肪の吸収を抑える『食物繊維』も必要な栄養素です。

　これらの栄養素は、野菜・きのこ・海藻・大豆・雑穀類に多く含ま

れています。低カロリーで食事にボリューム感もだしてくれるので、

ダイエットには欠かせない食品です。
　

　単品ダイエットや極端な

糖質制限ダイエットは、栄

養バランスが崩れ、けん怠

感・便秘・皮膚トラブル・

貧血・コレステロール上昇

等の体調不良につながるこ

とがあります。

注意

　必要なビタミン・ミネラル・食物繊維を

摂るための野菜目安量は１食１２０ｇ以上。

毎食、野菜の副菜を１品以上食べましょう。

◆太りやすい食べ方を見直す！

　食事内容も重要ですが、食べ方に気をつけることでも摂取エネルギーを減らすことができます。

『太りにくい食べ方』に変えてみよう

満腹中枢が動くまで２０分かかるので、その前に食べ過ぎてしまわないよう、

ゆっくりよく噛んで食べるようにする。

空腹時間が長いと、体が摂取エネルギーを貯蔵にまわすように反応したり、

次の食事のドカ食いにもつながりやすいので、１日３食を習慣づける。

夜はエネルギーが貯蔵されるので、寝る３時間前には食べないのがベスト。

主食を先に食べておき、帰宅後は主菜と副菜のみにする方法もオススメ。

糖や脂の吸収を妨げる食物繊維を効率よく活かすため、野菜を先に食べる。

自制心のゆるみを招きやすいので、アルコールの摂取はできるだけ控える。

◆間食はかしこく食べる！

　間食は無理に我慢するより、量と内容に気をつけて楽しむ方がダイエットも長続きします。

　80～100kcalのお菓子例･･･アーモンドチョコ２粒、みたらし団子１本、黒豆せんべい１枚

　ダイエット向きおやつ例･･･果物、焼いも、甘栗、ヨーグルト、寒天・こんにゃくゼリー

　次回は、骨粗しょう症についてです。

〈問い合わせ〉保健予防グループ　市役所２階　緯４２～３２１３

　温かい飲み物(無糖)と一緒に（ゆっくり味わうと少量でも満足感あり）

主食・主菜・副菜 をそろえた献立がベスト！

　食べる時間は午後２～３時に限定（脂肪になりにくい時間帯）

１日100kcal程度を目安に


